
つ
い
て
共
有
し
、「
組
合
の
強

化
・
拡
大
」
や
、「
病
院
を
良

く
す
る
た
め
に
青
年
が
で
き
る

こ
と
」
を
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ

れ
発
表
し
ま
し
た
。

　
１
０
０
名
を
超
え
る
Ｋ
，ｓ
は

２
０
１
５
年
５
月
に
開
催
し
た

徳
島
Ｋ
，ｓ
以
来
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
青
年
が
自
分
の
県
や

病
院
で
、
主
体
的
に
組
合
活
動

に
参
加
し
、
青
年
委
員
会
の
取

り
組
み
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。
職
場
か
ら
た
く
さ
ん

の
青
年
を
送
り
出
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
を
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
主
催
者
挨
拶
で
岩
本
一
宏
執

行
委
員
長
は
「
若
い
皆
様
の
中

に
は
、『
組
合
っ
て
何
だ
ろ
う
』

と
い
う
人
か
ら
、
団
体
交
渉
に

参
加
し
て
し
っ
か
り
と
交
渉
を

し
て
い
る
方
ま
で
い
る
と
思
い

ま
す
。
私
か
ら
皆
様
に
伝
え
た

い
こ
と
は
、
全
厚
労
は
中
央
行

動
と
言
っ
て
、
国
会
議
員
や
厚

生
労
働
省
、
看
護
協
会
、
全
厚

連
な
ど
へ
皆
さ
ん
の
意
見
や
想

い
を
伝
え
る
運
動
を
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果

と
し
て
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
が
あ
り
、
皆
さ
ん
の
賃
金
が

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
や
手
当
増
額
と

い
う
形
で
上
が
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
秋
田
で
は
初
任
給
が

約
６
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
年

間
で
約
72
万
円
で
す
。
皆
さ
ん

72
万
円
あ
れ
ば
何
に
使
い
ま
す

か
？
そ
う
い
っ
た
夢
を
語
り
な

が
ら
、
今
日
集
ま
っ
た
全
国
の

皆
さ
ん
が
共
に
一
つ
の
行
動
を

起
こ
せ
ば
国
が
変
わ
り
職
場
が

変
わ
る
、
そ
し
て
医
療
が
変
わ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
仲
間
作

り
が
テ
ー
マ
の
こ
の
集
会
で
楽

し
く
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
青
年
委
員
会
を
代
表
し
て
藤

田
祐
大
青
年
副
委
員
長
は
「
全

国
各
地
か
ら
同
じ
医
療
の
現
場

で
働
く
仲
間
が
集
ま
る
こ
の
機

会
は
と
て
も
貴
重
な
時
間
で
す
。

私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

地
域
や
職
場
で
働
い
て
い
ま
す

が
、
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
し

た
い
、
働
き
や
す
い
職
場
を
作

り
た
い
と
い
う
想
い
は
共
通
し

て
い
ま
す
。
こ
の
３
日
間
で
そ

れ
ぞ
れ
の
県
の
取
り
組
み
や
、

情
報
を
共
有
し
、
お
互
い
に
学

び
合
え
る
時
間
と
な
れ
ば
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
活
動
を

通
し
て
班
の
メ
ン
バ
ー
や
他
県

の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
新
た

な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
３
日

間
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
を
中
心
に
、
班
対
抗
の
「
三

重
＆
労
基
法
ク
イ
ズ
」「
イ
ン

ト
ロ
ク
イ
ズ
」
や
、
脱
出
ゲ
ー

ム
「
謎
の
人
物
を
追
え
！
過
酷

な
医
療
現
場
か
ら
脱
出
し
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
へ
」
で
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　
特
別
学
習
報
告
で
は
、「
青

年
部
活
動
っ
て
な
に
〜
青
年
が

輝
く
労
働
組
合
へ
〜
」
と
題
し
、

秋
厚
労
球
技
大
会
、
長
厚
労
オ

ー
タ
ム
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス

タ
、
三
厚
労
新
人
学
習
会
、
香

厚
労
院
内
保
育
園
合
同
遠
足
の

内
容
を
報
告
し
、
各
県
青
年
部

の
取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
組
合
員
助
け
合
い
の
医
労

連
共
済
制
度
も
学
び
ま
し
た
。

夕
食
交
流
会
で
は
、
福
厚
労
の

労
働
三
法
を
ヒ
ー
ロ
ー
に
見
立

て
た
寸
劇
「
強
い
ぞ
？
三
法
マ

ン
」
を
全
厚
労
青
年
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
で
披
露
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
班
行
動
を
基
本
と

し
た
伊
勢
神
宮
周
辺
と
鳥
羽
水

族
館
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
＆
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
。
班
で
散
策

し
な
が
ら
全
厚
労
半
被

を
着
た
役
員
を
見
つ

け
、
出
さ
れ
る
お
題

で
写
真
撮
影
を
し
ま

し
た
。

　
３
日
目
は
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
「
仲
間
を

増
や
し
て
活
気
の
あ

る
青
年
部
へ
、
病
院

を
良
く
す
る
た
め
に

青
年
が
で
き
る
こ

と
」。
初
日
の
学
習

報
告
の
感
想
交
流
や
、

自
分
の
職
場
の
課
題
、

労
組
の
取
り
組
み
に

藤田青年副委員長

福厚労伝統の寸劇をK’sで実践し大成功！

伊勢神宮の内宮にて

鳥羽水族館は
日本で唯一

ジュゴンとラッコに
会えるよ

伊勢グルメを食べ歩き

岩本執行委員長

学習報告をメモを取りながら真剣に聞く参加者

グループワークで意見を出し合い
フォトコン優勝作品8班

「僕らの思い出は、青かった。」

７月３～５日、全厚労青年委員会
は三重県鳥羽市の鳥羽シーサイ
ドホテルにてK's station in 三
重を開催し、全国から15県１０３
名が参加しました。青年委員が
主体的に運営を行い、準備をし
てきた学習や交流の企画で盛り
上がりました。

来るだけで大吉来るだけで大吉
K's station inK's station in

伊勢・鳥羽に青年大集合伊勢・鳥羽に青年大集合
三重

https://www.zenkouro.org/

東京都台東区入谷
１－９－５
０３－３８７４－３５９１
０３－３８７４－３５９３

〒110-
0013
ＴＥＬ
ＦＡＸ

（エントリーフォームは不定期配信）

公式LINEで毎号配信

お知らせ 今月号よりモノクロ印刷となります。

エントリーで
５千円相当が
当たる！！

エントリーで
５千円相当が
当たる！！

エントリーで
５千円相当が
当たる！！

エントリーで
５千円相当が
当たる！！

（1） 2026年７月20日 第547号全 厚 労 ニ ュ ー ス

https://line.me/R/ti/p/@781zgepo


当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
４
月
号
の
答
え
は
「
ヤ
キ
ン
テ
ア
テ
」
ま
た
は
「
イ
チ
ゴ
イ
チ
エ
」
で
、

当
選
倍
率
は
２
・
６
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

締め切り：2026年8月末日　消印有効
あて先：〒110－0013東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係
読者の声・クイズ答えはQRコードよりスマホから投稿できます♪

頑張る仲間

　秋厚労青年部長の片山輝一(かたやまき
いち)さんを紹介します。
　部長２年目ですが、青年部の活動に多
くの人が参加してほしいと、青年部の冬の
集会を今年は夏に企画しました。青年部員
からは「思い切った改革をする人」「頼れ
るリーダー」と一目おかれる存在です。
　能代厚生医療センターで臨床検査技師と
して７年目です。検査をして自分が悪性腫
瘍など見つけて治療に貢献し、患者さん

の役に立ったときが仕事のやりがいになっているそうです。趣味はス
ノーボードで冬はゲレンデに入りびたりだとか…岩手・安比高原、青
森・鰺ヶ沢のスキー場がホームグラウンド。お会いしたい方はぜひ、
足を運んでください。

　三厚労青年部長を務めている田中陽樹
です。
　三厚労青年委員になり３年、全厚労青年
委員は2024年度より参加しています。
　組合活動では新人研修会や、スポーツ大
会などフレッシュさあふれる活動をして、組
合員の心身を守っていきたいと思います。
　私の趣味はキャンプで、入職前は年に数
回でしたが先輩方とも毎月のように行って
います。こういった趣味を楽しめるのも働きやすい環境だからだと思い
ます。これからも精一杯組合活動を頑張っていきたいと思います。

秋田　片山輝一さん

三重　田中陽樹さん

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第218回は秋田・三重にお願い
しました。

あっぴ

あじがさわ

　
子
ど
も
が
小
学
校
へ
入
学
し
、
放

課
後
も
児
童
ク
ラ
ブ
へ
行
き
、
毎
日

お
迎
え
が
遅
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
学

校
が
楽
し
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

女
性
も
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る

と
迎
え
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
う…

毎

日
申
し
訳
な
さ
も
あ
り
つ
つ
、
で
も

働
か
な
け
れ
ば
と
思
う
次
第
で
す
。

（
広
島
）

―
―
子
育
て
に
関
す
る
制
度
が
整
っ

て
き
ま
し
た
が
ま
だ
ま
だ
で
す

ね
。
親
子
で
余
裕
が
も
て
る
よ

う
に
労
働
組
合
で
が
ん
ば
ろ
う
。

（
Ｈ
Ｔ
）

　
ボ
ー
ナ
ス
が
実
質
、
減
額
と
な
っ

た
。
そ
ん
な
時
、
労
組
か
ら
組
合
員

へ
臨
時
で
３
万
円
の
給
付
が
あ
り
、

組
合
の
存
在
に
感
謝
と
共
に
、
今
後

も
頑
張
っ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

（
岐
阜
）

―
―
厳
し
い
情
勢
下
で
の
臨
時
給
付

に
、
労
組
の
存
在
意
義
を
改
め

て
実
感
し
ま
す
ね
。
組
合
は

「
一
人
じ
ゃ
な
い
、
仲
間
が
い

る
」
と
い
う
支
え
の
場
所
で
す
。

今
後
も
組
合
員
の
声
に
耳
を
傾

け
、
よ
り
良
い
職
場
環
境
を
共

に
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

（
Ｈ
Ｌ
）

　　
診
療
報
酬
改
定
で
賃
上
げ
が
少
し

進
み
ま
し
た
。
物
価
に
見
合
っ
た
賃

金
に
な
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

（
茨
城
）

―
―
物
価
に
追
い
つ
く
だ
け
で
な
く
、

ゆ
と
り
あ
る
生
活
や
時
間
が
持

て
る
賃
金
と
休
み
も
欲
し
い
で

す
よ
ね
。                 （
Ｍ
Ｔ
）

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
追
加
し
、
毎
月
楽
し

み
に
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
紙
面
が

来
る
月
と
来
な
い
月
が
あ
っ
た
の
で
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
毎
月
見
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
　

（
長
野
）

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お

察
し
の
と
お
り
ニ
ュ
ー
ス
は
現

在
、
新
年
拡
大
版
と
奇
数
月
に

の
み
紙
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

公
式
L
I
N
E
＆
デ
ジ
タ
ル
号

も
ぜ
ひ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　 

　（
Ｅ
Ｎ
）

　
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
が
封
鎖
さ
れ

た
り
正
常
化

さ
れ
た
り
混
乱

が
続
い
て
い
る
。

ナ
フ
サ
が
不
足

し
て
ポ
テ
ト
チ

ッ
プ
ス
の
袋
が

モ
ノ
ク
ロ
に
な

っ
た
か
ら
記
念

に
購
入
。
食
べ
な
い
で

保
存
用
な
の
に
も
う
３

袋
食
べ
て
し
ま
っ
た
。

ま
た
買
わ
な
く
ち
ゃ
。

（
Ｏ
Ｋ
）

つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

労働組合用語集
一時金　いちじきん：夏・冬に臨時に支払われる賃金。
一般的に「ボーナス」「賞与」と呼ばれるが、これは会
社や個人の業績の良い時に「ほめて与える」意味を持つ
ことから、労働組合では生活給の一部と考え「一時金」
と呼ぶ。

☆５月号で募集した「聞かせて・教えて」の結果発表☆
質問１　５月号で一番興味があった面は？
　26春闘の回答状況と各道県の到達点を紹介した１面に最も
票が集まりました（30票）、次いで５月12日「看護の日」のナ
ースウェーブの様子２面14票、定番面３面８票、４面５票で
した。
質問２　全厚労公式LINE懸賞キャンペーン大変好評でし

た。今後も不定期で開催予定です。皆さん全厚
労公式LINEを友だち登録されていますか？

　最も多かったのは「勿論している」27票♡次いで「公式
LINEを知らなかった」14票、「していない」13票、「その
他」２票でした。キャンペーンとあわせて、ぜひご登録を♪

質問１　７月号で一番興味があった面は？
　　　　Ａ＝１面　Ｂ＝２面　Ｃ＝３面　Ｄ＝４面
質問２　夏本番！今年の夏季一時金のおもな使い道は？
　　　　Ａ＝趣味　Ｂ＝旅行・レジャー
　　　　Ｃ＝貯金　Ｄ＝その他

さて、今回の「聞かせて・教えて！」は

で
は
夜
勤
手
当
１
０
０
０
円

増
、
有
給
休
暇
２
日
増
を
獲

得
す
る
な
ど
、
職
場
要
求
を

結
び
つ
け
た
前
進
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
定
昇
の
み
、
期
限

付
き
の
臨
時
手
当
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
に
よ
る
手
当

支
給
に
と
ど
ま
る
回
答
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
手
当
は

一
時
金
や
退
職
金
、
時
間
外

単
価
に
反
映
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
、
制
度
変
更
で
減
額

さ
れ
る
不
安
も
残
り
ま
す
。

報
告
の
あ
っ
た
夏
季
一
時
金

は
１
・
５
〜
２
・
４
カ
月
と

差
が
大
き
く
、
病
院
経
営
の

格
差
が
、
そ
の
ま
ま
労
働
条

件
の
格
差
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
26
年
度
診
療
報
酬
改
定
で

は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

の
新
た
な
運
用
が
６
月
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
原
資
と
配

分
を
労
使
で
検
証
し
、
支
給

対
象
か
ら
外
れ
る
職
種
や
非

正
規
職
員
を
生
ま
な
い
こ

と
、
そ
し
て
恒
久
的
な
基
本

給
引
き
上
げ
へ
つ
な
げ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
26
春
闘
の

成
果
を
土
台
に
、
未
解
決
組

織
の
交
渉
を
支
え
、
秋
闘
に

向
け
て
、
安
全
な
医
療
を
守

る
た
め
に
も
、「
人
へ
の
投

資
」
を
経
営
の
最
優
先
課
題

に
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
国
は
２
０
４
０
年
に
向

け
、
人
口
20
万
人
以
上
を
基

本
と
す
る
構
想
区
域
で
、
急

性
期
拠
点
、
高
齢
者
救
急
・

地
域
急
性
期
、
在
宅
医
療
な

ど
の
機
能
分
化
と
連
携
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
次
救
急
や
不
採
算
地
域

を
支
え
る
厚
生
連
病
院
に
と

っ
て
、
再
編
・
集
約
化
は
重

大
な
問
題
で
す
。
病
床
数
や

収
支
だ
け
で
な
く
、
住
民
の

受
療
権
、
救
急
搬
送
、
職
員

の
雇
用
と
持
続
可
能
な
働
き

方
を
軸
に
検
証
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
地
域
医
療
の

将
来
像
づ
く
り
に
、
労
働
組

合
と
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ

る
取
り
組
み
を
強
め
ま
し
ょ

う
。 

　
全
厚
労
は
、
国
の
補
正
予

算
に
よ
る
賃
上
げ
支
援
を
、

す
べ
て
の
組
織
で
職
員
へ
の

支
給
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
単

な
る
「
経
営
支
援
」
で
終
わ

ら
せ
ず
、
労
働
組
合
が
配
分

を
確
認
し
、
対
象
職
種
の
拡

大
や
継
続
支
給
を
求
め
た
こ

と
は
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま

す
。

　
北
海
道
で
は
職
種
別
に
月

１
万
５
０
０
０
円
〜
３
万
９

２
０
０
円
の
賃
上
げ
と
、
一

部
の
処
遇
改
善
手
当
の
基
本

給
組
み
入
れ
を
実
現
。
秋
田

は
医
師
を
除
く
職
員
に
１
万

１
０
０
０
円
の
ベ
ア
と
若
年

層
の
賃
金
改
善
、
長
野
は
世

代
間
調
整
加
算
（
現
行
５
千

円
）
を
月
５
千
〜
１
万
８
０

０
０
円
増
額
し
、
深
夜
・
準

夜
手
当
を
各
１
０
０
０
円
引

き
上
げ
ま
し
た
。
広
島
は
賃

金
改
善
手
当
を
月
１
万
５
０

０
０
円
に
拡
充
。
神
奈
川
で

は
事
務
職
初
任
給
を
最
大
８

５
０
０
円
引
き
上
げ
、
岐
阜

Ｑ　看護師さんのなり手がいないの？
Ａ　日本医労連が行った調査によると、２０２５年度の年間の退職者数が採用者数を上

回ったとする医療機関が52・９％に上った。新規採用者数を満たせていない施設も
半数近い45・０％に及ぶ。ただでさえ、人手不足なのに退職者が後を絶たず、医療
の質にも影響が出始めている。例えば、「入浴回数が週２回から週１回に減少した」「ナ
ースコール対応が遅れ転倒につながった」「夜勤時にトイレに連れていくことができ
ず、今は『おむつでベッドでして』と言っている」「夜勤時に胃ろう対応ができず、
３食から２食に減らして日勤時に対応」などの声が寄せられていた。地域医療は崩壊
の危機にある。

Ｑ　深刻だね。どうして？
Ａ　２０２２年以降、物価高が進み、実質賃金を維持するために従来にない幅の賃上げ

が社会全体で進み始めたが、医療分野は置き去りにされたままなんだ。もともと基
本給は全産業平均より低いうえ、賃金のベースアップもない。医療機関が安心してベ
アを出せる財源がなく、医療従事者の良心に依存する状態が続いている。さらに夜
勤の負担も加わる。16時間ぶっ通しの二交代制夜勤、国の基準を超える夜勤回数な
ど、労働条件は過酷で、４人に１人が流産の経験があるとの結果も示されている。
そりゃ辞める人は増えるよ。失政の結果と言わざるを得ない。

Ｑ　どうすればいい？
Ａ　ケア労働をないがしろにする政治を変えなければならない。まずは診療報酬をしっか

り引き上げること。国庫負担の増額が必要だ。戦争の準備に予算を使っている場合じ
ゃない。

地
域
医
療
の
再
編

住
民
と
職
員
の
声
を

看護師不足 地域医療が崩壊の危機に
　「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
」

と
は
、
私
た
ち
が
無
意
識
の
う

ち
に
持
っ
て
い
る
「
も
の
の
見
方

や
と
ら
え
方
の
偏
り
」
の
こ
と
で

す
。
育
っ
て
き
た
環
境
や
経
験

の
中
で
自
然
に
形
成
さ
れ
た
価

値
観
で
あ
り
、
誰
も
が
持
っ
て
い

ま
す
。

　
例
え
ば
「
赤
い
ラ
ン
ド
セ
ル
」

と
聞
い
て
女
の
子
を
連
想
す
る
こ

と
も
、
そ
の
一
例
で
す
。
バ
イ
ア

ス
を
持
つ
こ
と
自
体
が
問
題
な

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
づ
か
な

い
ま
ま
「
○
○
だ
か
ら
こ
う
あ

る
べ
き
」
と
決
め
つ
け
た
り
、
自

分
の
価
値
観
を
相
手
に
押
し
付

け
た
り
す
る
こ
と
が
問
題
で
す
。

　
職
場
で
は
「
育
児
中
の
女
性

に
重
要
な
仕
事
を
任
せ
る
べ
き

で
な
い
」「
リ
ー
ダ
ー
は
男
性
の

方
が
向
い
て
い
る
」
と

い
っ
た
思
い
込
み
が
、

能
力
を
発
揮
す
る
機

会
を
狭
め
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
教
育
の
場
で

も
、
２
０
２
３
年
度
の

高
校
生
調
査
で
「
理
系
科
目
は

男
性
の
方
が
得
意
」
と
答
え
た

割
合
は
男
子
よ
り
女
子
の
方
が

高
く
、
進
路
選
択
へ
の
影
響
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
少
し
立
ち
止
ま
り
、「
こ
れ
は

思
い
込
み
で
は
な
い
か
」
と
考

え
る
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
多

様
な
人
材
が
力
を
発
揮
で
き
る

社
会
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

（
20
）

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

多
様
性
を
阻
む〝
無
意
識
の
偏
見
〞

　国の補正予算やベースアップ評価料を、確実に職員の賃上げへ―
―。全厚労の各組織は、支給対象や配分方法を労使交渉の俎上に載
せ、基本給の引き上げ、手当の増額、夜勤手当や休暇制度の改善な
どを実現しました。各地で勝ち取った主な前進を紹介します。

■基本給・継続的な賃金改善
北海道　職種に応じて月額1万5000円～3万9200円の定額ベア。看

護・介護の処遇改善手当の一部を基本給へ組み入れました。
秋　田　医師を除く職員に月額1万1000円のベア。臨時・派遣・

委託職員も、同額相当の時給引き上げを実現しました。
長　野　世代間調整基礎加算給を月額５千～１万8000円に増額。
茨　城　第二基本給を月額600円引き上げ、ベースアップ評価料手

当として正職員に月額1万7360円を支給します。
神奈川　事務職の初任給を月額5413円～8500円引き上げ。準職

員は月額1650円、パート職員は時給15円の賃上げです。
広　島　賃金改善手当を月額6000円から1万5000円へ増額。

■手当・一時金・労働条件も改善
長　野　深夜・準夜手当をそれぞれ1回1000円引き上げました。
岐　阜　有給休暇を年間20日から22日へ増やし、特別休暇も1日

から3日へ拡充。夜勤手当は1回1000円増、夏期一時金
2.4カ月を獲得しました。

三　重　物価高騰への対応などとして正職員に一律5万円を支給。
夏期一時金は平均2.1カ月となりました。

広　島　再雇用職員には年2回、各9万円を支給します。
山　口　定期昇給に加え、ベースアップ評価料を活用した月額

5500円の手当を上乗せしました。
香　川　従来の医療従事者手当に補正予算分を加え、月額1万6100

円に増額。これまで対象外だった職種にも支給を広げました。

賃上げ・手当改善を働く仲間のもとへ
26
春
闘
支
援
金
を
賃
上
げ
へ

支
援
金
を
賃
上
げ
へ

手
当
か
ら
基
本
給
へ
、次
の
一
歩

手
当
か
ら
基
本
給
へ
、次
の
一
歩

26春闘   各地で前進！26春闘   各地で前進！

焦点
Ｑ＆Ａ
焦点
Ｑ＆Ａ

　
物
価
高
と
深
刻
な
人
材
流
出
の
な
か
で
闘
わ
れ
た
26
春
闘
。
連
合
の
最
終
集
計

で
は
、
定
昇
込
み
の
賃
上
げ
が
平
均
１
万
６
４
０
０
円
５
・
０
１
％
と
な
り
、
３
年

連
続
で
５
％
を
超
え
ま
し
た
。
有
期
・
短
時
間
・
契
約
労
働
者
も
時
給
７
５
・
０
１

円
６
・
１
８
％
の
引
き
上
げ
で
す
。
一
方
、
医
療
・
介
護
職
場
は
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
に
収
入
が
左
右
さ
れ
、
全
体
相
場
に
追
い
つ
け
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

山本晴義先生

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

心
の
相
談
室

（3） 2026年７月20日 第547号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2026年７月20日 第547号全 厚 労 ニ ュ ー ス

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー



当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
４
月
号
の
答
え
は
「
ヤ
キ
ン
テ
ア
テ
」
ま
た
は
「
イ
チ
ゴ
イ
チ
エ
」
で
、

当
選
倍
率
は
２
・
６
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

締め切り：2026年8月末日　消印有効
あて先：〒110－0013東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係
読者の声・クイズ答えはQRコードよりスマホから投稿できます♪

頑張る仲間

　秋厚労青年部長の片山輝一(かたやまき
いち)さんを紹介します。
　部長２年目ですが、青年部の活動に多
くの人が参加してほしいと、青年部の冬の
集会を今年は夏に企画しました。青年部員
からは「思い切った改革をする人」「頼れ
るリーダー」と一目おかれる存在です。
　能代厚生医療センターで臨床検査技師と
して７年目です。検査をして自分が悪性腫
瘍など見つけて治療に貢献し、患者さん

の役に立ったときが仕事のやりがいになっているそうです。趣味はス
ノーボードで冬はゲレンデに入りびたりだとか…岩手・安比高原、青
森・鰺ヶ沢のスキー場がホームグラウンド。お会いしたい方はぜひ、
足を運んでください。

　三厚労青年部長を務めている田中陽樹
です。
　三厚労青年委員になり３年、全厚労青年
委員は2024年度より参加しています。
　組合活動では新人研修会や、スポーツ大
会などフレッシュさあふれる活動をして、組
合員の心身を守っていきたいと思います。
　私の趣味はキャンプで、入職前は年に数
回でしたが先輩方とも毎月のように行って
います。こういった趣味を楽しめるのも働きやすい環境だからだと思い
ます。これからも精一杯組合活動を頑張っていきたいと思います。

秋田　片山輝一さん

三重　田中陽樹さん

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第218回は秋田・三重にお願い
しました。

あっぴ

あじがさわ

　
子
ど
も
が
小
学
校
へ
入
学
し
、
放

課
後
も
児
童
ク
ラ
ブ
へ
行
き
、
毎
日

お
迎
え
が
遅
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
学

校
が
楽
し
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

女
性
も
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る

と
迎
え
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
う…

毎

日
申
し
訳
な
さ
も
あ
り
つ
つ
、
で
も

働
か
な
け
れ
ば
と
思
う
次
第
で
す
。

（
広
島
）

―
―
子
育
て
に
関
す
る
制
度
が
整
っ

て
き
ま
し
た
が
ま
だ
ま
だ
で
す

ね
。
親
子
で
余
裕
が
も
て
る
よ

う
に
労
働
組
合
で
が
ん
ば
ろ
う
。

（
Ｈ
Ｔ
）

　
ボ
ー
ナ
ス
が
実
質
、
減
額
と
な
っ

た
。
そ
ん
な
時
、
労
組
か
ら
組
合
員

へ
臨
時
で
３
万
円
の
給
付
が
あ
り
、

組
合
の
存
在
に
感
謝
と
共
に
、
今
後

も
頑
張
っ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

（
岐
阜
）

―
―
厳
し
い
情
勢
下
で
の
臨
時
給
付

に
、
労
組
の
存
在
意
義
を
改
め

て
実
感
し
ま
す
ね
。
組
合
は

「
一
人
じ
ゃ
な
い
、
仲
間
が
い

る
」
と
い
う
支
え
の
場
所
で
す
。

今
後
も
組
合
員
の
声
に
耳
を
傾

け
、
よ
り
良
い
職
場
環
境
を
共

に
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

（
Ｈ
Ｌ
）

　　
診
療
報
酬
改
定
で
賃
上
げ
が
少
し

進
み
ま
し
た
。
物
価
に
見
合
っ
た
賃

金
に
な
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

（
茨
城
）

―
―
物
価
に
追
い
つ
く
だ
け
で
な
く
、

ゆ
と
り
あ
る
生
活
や
時
間
が
持

て
る
賃
金
と
休
み
も
欲
し
い
で

す
よ
ね
。                 （
Ｍ
Ｔ
）

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
追
加
し
、
毎
月
楽
し

み
に
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
紙
面
が

来
る
月
と
来
な
い
月
が
あ
っ
た
の
で
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
毎
月
見
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
　

（
長
野
）

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お

察
し
の
と
お
り
ニ
ュ
ー
ス
は
現

在
、
新
年
拡
大
版
と
奇
数
月
に

の
み
紙
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

公
式
L
I
N
E
＆
デ
ジ
タ
ル
号

も
ぜ
ひ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　 

　（
Ｅ
Ｎ
）

　
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
が
封
鎖
さ
れ

た
り
正
常
化

さ
れ
た
り
混
乱

が
続
い
て
い
る
。

ナ
フ
サ
が
不
足

し
て
ポ
テ
ト
チ

ッ
プ
ス
の
袋
が

モ
ノ
ク
ロ
に
な

っ
た
か
ら
記
念

に
購
入
。
食
べ
な
い
で

保
存
用
な
の
に
も
う
３

袋
食
べ
て
し
ま
っ
た
。

ま
た
買
わ
な
く
ち
ゃ
。

（
Ｏ
Ｋ
）

つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

労働組合用語集
一時金　いちじきん：夏・冬に臨時に支払われる賃金。
一般的に「ボーナス」「賞与」と呼ばれるが、これは会
社や個人の業績の良い時に「ほめて与える」意味を持つ
ことから、労働組合では生活給の一部と考え「一時金」
と呼ぶ。

☆５月号で募集した「聞かせて・教えて」の結果発表☆
質問１　５月号で一番興味があった面は？
　26春闘の回答状況と各道県の到達点を紹介した１面に最も
票が集まりました（30票）、次いで５月12日「看護の日」のナ
ースウェーブの様子２面14票、定番面３面８票、４面５票で
した。
質問２　全厚労公式LINE懸賞キャンペーン大変好評でし

た。今後も不定期で開催予定です。皆さん全厚
労公式LINEを友だち登録されていますか？

　最も多かったのは「勿論している」27票♡次いで「公式
LINEを知らなかった」14票、「していない」13票、「その
他」２票でした。キャンペーンとあわせて、ぜひご登録を♪

質問１　７月号で一番興味があった面は？
　　　　Ａ＝１面　Ｂ＝２面　Ｃ＝３面　Ｄ＝４面
質問２　夏本番！今年の夏季一時金のおもな使い道は？
　　　　Ａ＝趣味　Ｂ＝旅行・レジャー
　　　　Ｃ＝貯金　Ｄ＝その他

さて、今回の「聞かせて・教えて！」は

で
は
夜
勤
手
当
１
０
０
０
円

増
、
有
給
休
暇
２
日
増
を
獲

得
す
る
な
ど
、
職
場
要
求
を

結
び
つ
け
た
前
進
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
定
昇
の
み
、
期
限

付
き
の
臨
時
手
当
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
に
よ
る
手
当

支
給
に
と
ど
ま
る
回
答
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
手
当
は

一
時
金
や
退
職
金
、
時
間
外

単
価
に
反
映
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
、
制
度
変
更
で
減
額

さ
れ
る
不
安
も
残
り
ま
す
。

報
告
の
あ
っ
た
夏
季
一
時
金

は
１
・
５
〜
２
・
４
カ
月
と

差
が
大
き
く
、
病
院
経
営
の

格
差
が
、
そ
の
ま
ま
労
働
条

件
の
格
差
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
26
年
度
診
療
報
酬
改
定
で

は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

の
新
た
な
運
用
が
６
月
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
原
資
と
配

分
を
労
使
で
検
証
し
、
支
給

対
象
か
ら
外
れ
る
職
種
や
非

正
規
職
員
を
生
ま
な
い
こ

と
、
そ
し
て
恒
久
的
な
基
本

給
引
き
上
げ
へ
つ
な
げ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
26
春
闘
の

成
果
を
土
台
に
、
未
解
決
組

織
の
交
渉
を
支
え
、
秋
闘
に

向
け
て
、
安
全
な
医
療
を
守

る
た
め
に
も
、「
人
へ
の
投

資
」
を
経
営
の
最
優
先
課
題

に
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
国
は
２
０
４
０
年
に
向

け
、
人
口
20
万
人
以
上
を
基

本
と
す
る
構
想
区
域
で
、
急

性
期
拠
点
、
高
齢
者
救
急
・

地
域
急
性
期
、
在
宅
医
療
な

ど
の
機
能
分
化
と
連
携
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
次
救
急
や
不
採
算
地
域

を
支
え
る
厚
生
連
病
院
に
と

っ
て
、
再
編
・
集
約
化
は
重

大
な
問
題
で
す
。
病
床
数
や

収
支
だ
け
で
な
く
、
住
民
の

受
療
権
、
救
急
搬
送
、
職
員

の
雇
用
と
持
続
可
能
な
働
き

方
を
軸
に
検
証
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
地
域
医
療
の

将
来
像
づ
く
り
に
、
労
働
組

合
と
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ

る
取
り
組
み
を
強
め
ま
し
ょ

う
。 

　
全
厚
労
は
、
国
の
補
正
予

算
に
よ
る
賃
上
げ
支
援
を
、

す
べ
て
の
組
織
で
職
員
へ
の

支
給
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
単

な
る
「
経
営
支
援
」
で
終
わ

ら
せ
ず
、
労
働
組
合
が
配
分

を
確
認
し
、
対
象
職
種
の
拡

大
や
継
続
支
給
を
求
め
た
こ

と
は
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま

す
。

　
北
海
道
で
は
職
種
別
に
月

１
万
５
０
０
０
円
〜
３
万
９

２
０
０
円
の
賃
上
げ
と
、
一

部
の
処
遇
改
善
手
当
の
基
本

給
組
み
入
れ
を
実
現
。
秋
田

は
医
師
を
除
く
職
員
に
１
万

１
０
０
０
円
の
ベ
ア
と
若
年

層
の
賃
金
改
善
、
長
野
は
世

代
間
調
整
加
算
（
現
行
５
千

円
）
を
月
５
千
〜
１
万
８
０

０
０
円
増
額
し
、
深
夜
・
準

夜
手
当
を
各
１
０
０
０
円
引

き
上
げ
ま
し
た
。
広
島
は
賃

金
改
善
手
当
を
月
１
万
５
０

０
０
円
に
拡
充
。
神
奈
川
で

は
事
務
職
初
任
給
を
最
大
８

５
０
０
円
引
き
上
げ
、
岐
阜

Ｑ　看護師さんのなり手がいないの？
Ａ　日本医労連が行った調査によると、２０２５年度の年間の退職者数が採用者数を上

回ったとする医療機関が52・９％に上った。新規採用者数を満たせていない施設も
半数近い45・０％に及ぶ。ただでさえ、人手不足なのに退職者が後を絶たず、医療
の質にも影響が出始めている。例えば、「入浴回数が週２回から週１回に減少した」「ナ
ースコール対応が遅れ転倒につながった」「夜勤時にトイレに連れていくことができ
ず、今は『おむつでベッドでして』と言っている」「夜勤時に胃ろう対応ができず、
３食から２食に減らして日勤時に対応」などの声が寄せられていた。地域医療は崩壊
の危機にある。

Ｑ　深刻だね。どうして？
Ａ　２０２２年以降、物価高が進み、実質賃金を維持するために従来にない幅の賃上げ

が社会全体で進み始めたが、医療分野は置き去りにされたままなんだ。もともと基
本給は全産業平均より低いうえ、賃金のベースアップもない。医療機関が安心してベ
アを出せる財源がなく、医療従事者の良心に依存する状態が続いている。さらに夜
勤の負担も加わる。16時間ぶっ通しの二交代制夜勤、国の基準を超える夜勤回数な
ど、労働条件は過酷で、４人に１人が流産の経験があるとの結果も示されている。
そりゃ辞める人は増えるよ。失政の結果と言わざるを得ない。

Ｑ　どうすればいい？
Ａ　ケア労働をないがしろにする政治を変えなければならない。まずは診療報酬をしっか

り引き上げること。国庫負担の増額が必要だ。戦争の準備に予算を使っている場合じ
ゃない。

地
域
医
療
の
再
編

住
民
と
職
員
の
声
を

看護師不足 地域医療が崩壊の危機に
　「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
」

と
は
、
私
た
ち
が
無
意
識
の
う

ち
に
持
っ
て
い
る
「
も
の
の
見
方

や
と
ら
え
方
の
偏
り
」
の
こ
と
で

す
。
育
っ
て
き
た
環
境
や
経
験

の
中
で
自
然
に
形
成
さ
れ
た
価

値
観
で
あ
り
、
誰
も
が
持
っ
て
い

ま
す
。

　
例
え
ば
「
赤
い
ラ
ン
ド
セ
ル
」

と
聞
い
て
女
の
子
を
連
想
す
る
こ

と
も
、
そ
の
一
例
で
す
。
バ
イ
ア

ス
を
持
つ
こ
と
自
体
が
問
題
な

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
づ
か
な

い
ま
ま
「
○
○
だ
か
ら
こ
う
あ

る
べ
き
」
と
決
め
つ
け
た
り
、
自

分
の
価
値
観
を
相
手
に
押
し
付

け
た
り
す
る
こ
と
が
問
題
で
す
。

　
職
場
で
は
「
育
児
中
の
女
性

に
重
要
な
仕
事
を
任
せ
る
べ
き

で
な
い
」「
リ
ー
ダ
ー
は
男
性
の

方
が
向
い
て
い
る
」
と

い
っ
た
思
い
込
み
が
、

能
力
を
発
揮
す
る
機

会
を
狭
め
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
教
育
の
場
で

も
、
２
０
２
３
年
度
の

高
校
生
調
査
で
「
理
系
科
目
は

男
性
の
方
が
得
意
」
と
答
え
た

割
合
は
男
子
よ
り
女
子
の
方
が

高
く
、
進
路
選
択
へ
の
影
響
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
少
し
立
ち
止
ま
り
、「
こ
れ
は

思
い
込
み
で
は
な
い
か
」
と
考

え
る
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
多

様
な
人
材
が
力
を
発
揮
で
き
る

社
会
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

（
20
）

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

多
様
性
を
阻
む〝
無
意
識
の
偏
見
〞

　国の補正予算やベースアップ評価料を、確実に職員の賃上げへ―
―。全厚労の各組織は、支給対象や配分方法を労使交渉の俎上に載
せ、基本給の引き上げ、手当の増額、夜勤手当や休暇制度の改善な
どを実現しました。各地で勝ち取った主な前進を紹介します。

■基本給・継続的な賃金改善
北海道　職種に応じて月額1万5000円～3万9200円の定額ベア。看

護・介護の処遇改善手当の一部を基本給へ組み入れました。
秋　田　医師を除く職員に月額1万1000円のベア。臨時・派遣・

委託職員も、同額相当の時給引き上げを実現しました。
長　野　世代間調整基礎加算給を月額５千～１万8000円に増額。
茨　城　第二基本給を月額600円引き上げ、ベースアップ評価料手

当として正職員に月額1万7360円を支給します。
神奈川　事務職の初任給を月額5413円～8500円引き上げ。準職

員は月額1650円、パート職員は時給15円の賃上げです。
広　島　賃金改善手当を月額6000円から1万5000円へ増額。

■手当・一時金・労働条件も改善
長　野　深夜・準夜手当をそれぞれ1回1000円引き上げました。
岐　阜　有給休暇を年間20日から22日へ増やし、特別休暇も1日

から3日へ拡充。夜勤手当は1回1000円増、夏期一時金
2.4カ月を獲得しました。

三　重　物価高騰への対応などとして正職員に一律5万円を支給。
夏期一時金は平均2.1カ月となりました。

広　島　再雇用職員には年2回、各9万円を支給します。
山　口　定期昇給に加え、ベースアップ評価料を活用した月額

5500円の手当を上乗せしました。
香　川　従来の医療従事者手当に補正予算分を加え、月額1万6100

円に増額。これまで対象外だった職種にも支給を広げました。

賃上げ・手当改善を働く仲間のもとへ
26
春
闘
支
援
金
を
賃
上
げ
へ

支
援
金
を
賃
上
げ
へ

手
当
か
ら
基
本
給
へ
、次
の
一
歩

手
当
か
ら
基
本
給
へ
、次
の
一
歩

26春闘   各地で前進！26春闘   各地で前進！

焦点
Ｑ＆Ａ
焦点
Ｑ＆Ａ

　
物
価
高
と
深
刻
な
人
材
流
出
の
な
か
で
闘
わ
れ
た
26
春
闘
。
連
合
の
最
終
集
計

で
は
、
定
昇
込
み
の
賃
上
げ
が
平
均
１
万
６
４
０
０
円
５
・
０
１
％
と
な
り
、
３
年

連
続
で
５
％
を
超
え
ま
し
た
。
有
期
・
短
時
間
・
契
約
労
働
者
も
時
給
７
５
・
０
１

円
６
・
１
８
％
の
引
き
上
げ
で
す
。
一
方
、
医
療
・
介
護
職
場
は
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
に
収
入
が
左
右
さ
れ
、
全
体
相
場
に
追
い
つ
け
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

山本晴義先生

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

心
の
相
談
室

（3） 2026年７月20日 第547号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2026年７月20日 第547号全 厚 労 ニ ュ ー ス

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー

https://forms.gle/nTUtVFXEoyCUSjVXA


病
院
は
施
設
基
準
や

ル
ー
ル
を
守
る
た
め

に
夜
勤
専
従
を
入
れ

て
い
る
。
人
を
増
や

さ
ず
に
夜
勤
専
従
で

対
応
し
て
い
る
実
態

が
あ
る
こ
と
を
く
み

取
っ
て
法
整
備
に
つ

な
げ
て
ほ
し
い
」
と

訴
え
ま
し
た
。
ま
た

16
時
間
を
超
え
る
夜

勤
の
回
数
目
安
に
つ

い
て
厚
労
省
へ
質
問

を
行
っ
た
と
こ
ろ
担

当
者
が
答
え
ら
れ
な
い
場
面

が
あ
り
、
参
加
者
は
「
夜
勤

１
回
の
勤
務
時
間
を
短
く
し

た
り
、
夜
勤
日
数
の
制
限
を

設
け
な
い
と
今
い
る
現
場
の

看
護
師
が
続
け
ら
れ
な
い
」

と
訴
え
、
今
後
も
厚
労
省
へ

看
護
現
場
の
実
態
を
訴
え
続

け
る
こ
と
の
重
要
性
を
実
感

し
ま
し
た
。

　
交
渉
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
、「
夜
勤
協
定
の
１
４
４

時
間
夜
勤
制
限
の
取
り
下
げ

や
夜
勤
専
従
に
つ
い
て
、
経

営
者
側
の
要
望
が
中
心
と
な

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
経
営
上
の
都
合
だ
け
で

な
く
現
場
の
負
担
や
働
き
や

す
さ
に
も
目
を
向
け
た
議
論

が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
」「
す
ぐ
に
我
々
の
要
望

が
届
か
な
い
と
し
て
も
、
繰

り
返
し
繰
り
返
し
交
渉
を
し

て
い
く
事
が
重
要
だ
と
感
じ

ま
す
。併
せ
て
『
夜
勤
制
限
・

大
幅
増
員
』
国
会
請
願
署
名

を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
み
ん
な
で
取
り
組

ん
で
行
け
れ
ば
い
い
で
す

ね
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
厚
労
省
交
渉
も
要

求
項
目
を
看
護
現
場
の
問
題

に
絞
り
、
医
政
局
看
護
課
の

対
応
時
間
を
確
保
し
ま
し
た
。

地
方
・
へ
き
地
の
看
護
の
実

態
を
伝
え
、
現
場
に
即
し
た

制
度
や
政
策
の
為
に
は
、
継

続
し
た
要
請
行
動
で
訴
え
続

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
交

渉
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
参
加
者
か
ら
令
和
８
年
度

診
療
報
酬
改
定
で
患
者
の
身

体
的
拘
束
最
小
化
に
関
す
る

取
り
組
み
の
「
体
制
」「
実

績
」
が
な
い
場
合
に
減
算
対

象
と
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

看
護
師
の
慢
性
的
な
人
員
不

足
や
患
者
の
高
齢
化
・
重
症

患
者
増
加
に
よ
り
身
体
的
拘

束
は
完
全
に
回
避
す
る
こ
と

が
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
現

場
の
疲
弊
を
進
め
て
い
る
措

置
に
つ
い
て
再
検
討
を
求
め

ま
し
た
。

　
厚
労
省
は
「
身
体
拘
束
に

つ
い
て
現
場
の
状
況
に
よ
っ

て
選
択
せ
ざ
る
得
な
い
こ
と

　
初
め
に
、
岩
本
執
行
委
員

長
よ
り
「
全
国
の
厚
生
連
病

院
で
人
手
不
足
が
急
速
に
進

み
地
域
医
療
の
確
保
が
難
く

な
っ
て
来
て
い
る
こ
と
。
診

療
報
酬
改
定
に
お
け
る
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
に
感
謝
し

つ
つ
も
、
物
価
高
騰
に
追
い

つ
い
て
い
な
い
こ
と
。
医
療

現
場
の
実
態
を
聞
き
、
情
報

交
換
と
交
流
を
深
め
て
ほ
し

い
」
と
挨
拶
。
交
渉
で
は
、

早
急
な
期
中
改
定
で
令
和
８

年
度
改
定
と
合
わ
せ
10
％
以

上
診
療
報
酬
を
引
き
上
げ
、

少
な
く
と
も
５
％
以
上
の
賃

上
げ
が
確
実
に
な
さ
れ
る
よ

う
点
数
を
見
直
す
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。

　
厚
労
省
は
「
物
価
動
向
が

大
き
く
変
動
し
医
療
機
関
等

の
経
営
状
況
に
支
障
が
生
じ

た
場
合
に
は
令
和
９
年
度
予

算
編
成
に
お
い
て
加
減
算
を

含
む
必
要
な
調
整
を
行
う
。

そ
の
た
め
経
営
状
況
に
つ
い

て
臨
時
調
査
を
実
施
予
定
」

と
回
答
。
大
栗
書
記
長
か
ら
、

低
水
準
の
賃
上
げ
で
は
職
場

の
人
材
流
出
は
止
め
ら
れ
な

い
、
賃
金
競
争
力
で
他
産
業

に
負
け
て
し
ま
う
こ
と
を
厚

労
省
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
と
厳
し
く
指
摘
し
ま

し
た
。
厚
労
省
は
「
他
産
業

の
３
年
連
続
賃
上
げ
５
％
以

上
と
比
べ
て
少
な
い
の
は
分

か
る
が
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
の
届
け
出
を
し
て
い
な

い
医
療
機
関
が
半
数
程
度
あ

る
。
ま
ず
は
取
っ

て
も
ら
う
こ
と
」

と
答
え
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は

「
経
営
者
は
３
・

２
％
上
げ
て
い
れ

ば
良
い
だ
ろ
う
と
、

そ
れ
以
上
踏
み
込

め
て
い
な
い
。
ど

こ
も
赤
字
の
状
況

看護委員会で厚労省交渉看護委員会で厚労省交渉

で
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

の
中
で
し
か
上
げ
ら
れ
て
い

な
い
」
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
一
時
金
で
赤
字
調
整
さ

れ
て
い
る
実
態
や
、
人
勧
準

拠
し
て
い
る
国
公
立
病
院
等

と
比
較
し
賃
金
面
で
厚
生
連

が
看
護
師
を
確
保
す
る
こ
と

が
難
し
く
、
経
営
実
態
だ
け

で
な
く
賃
金
や
人
件
費
率
も

調
査
し
て
み
て
ほ
し
い
旨
を

伝
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
岡
野
書
記
次
長
は
、

「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
が

手
当
支
給
と
な
り
退
職
金
に

反
映
し
て
い
な
い
こ
と
。
半

数
程
度
し
か
申
請
が
な
い
と

い
う
の
は
、
診
療
所
の
数
が

大
き
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
賃

上
げ
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な
い

で
ほ
し
い
」と
訴
え
ま
し
た
。

を
承
知
し
て
い
る
」
と
、
診

療
報
酬
上
ど
の
よ
う
な
基
準

の
あ
り
方
が
望
ま
し
い
か
見

守
り
の
人
員
や
身
体
的
拘
束

を
減
ら
す
た
め
の
用
具
の
使

用
状
況
等
に
よ
り
客
観
的
に

検
討
し
中
医
協
で
議
論
し
た

い
と
回
答
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
身
体
拘

束
は
し
た
く
て
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
最
小
化
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

認
知
症
の
方
が
沢
山
い
る
中

で
夜
勤
３
人
と
な
る
と
、
ど

う
し
て
も
目
が
離
せ
な
い
。

転
倒
や
経
管
栄
養
の
自
己
抜

去
な
ど
が
起
き
る
と
看
護
師

に
と
っ
て
も
精
神
的
シ
ョ
ッ

ク
が
あ
る
。
人
員
配
置
の
加

算
な
ど
を
考
慮
し
た
上
で
、

検
討
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。

 

　
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制

度
化
の
要
請
で
は
、
現
在
労

働
政
策
審
議
会
に
お
い
て
議

論
を
行
っ
て
い
る
と
し
明
確

な
回
答
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
方
で
イ
ン
タ
ー
バ

ル
努
力
義
務
化
か
ら
数
年
経

っ
て
お
り
、
医
療
現
場
で
ど

れ
く
ら
い
導
入
さ
れ
て
い
る

か
と
い
っ
た
質
問
に
、
厚
労

省
は
「
令
和
７
年
１
月
時
点

で
全
産
業
６
・
９
％
、
医
療

は
６
・
５
％
が
導
入
。
政
府

目
標
は
令
和
10
年
ま
で
に
導

入
企
業
15
％
以
上
」
と
回
答

し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

早
急
な
制
度
化
と
、「
勤
務

間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
と
っ
て

お
り
、
半
日
勤
務
免
除
し
て

ほ
し
い
が
年
２
回
の
み
。
看

護
師
不
足
で
休
み
が
足
り
な

い
の
で
勤
務
免
除
で
き
な
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。
自
分
の

年
休
を
使
用
し
て
い
る
」
と

い
っ
た
実
態
を
伝
え
ま
し
た
。

　
夜
勤
専
従
者
の
「
１
４
４

時
間
」
夜
勤
制
限
の
復
活
要

求
に
対
し
て
は
「
医
療
機
関

等
か
ら
の
要
望
、
就
業
規
則

で
の
規
定
が
可
能
な
こ
と
等

を
踏
ま
え
て
削
除
し
た
」
と

の
回
答
が
あ
り
、
新
潟
の
参

加
者
は
「
病
院
関
係
者
が
１

４
４
時
間
の
制
限
を
取
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
の
は
、
夜
勤

専
従
者
を
入
れ
た
い
か
ら
。

夜勤専従の
実態を伝える

看護委員会で要求を絞り交渉

要請書を手渡す岩本執行委員長（左）

他
産
業
に
追
い
つ
く
賃
上
げ
を

他
産
業
に
追
い
つ
く
賃
上
げ
を

看護現場の実態看護現場の実態 伝え続けることが大切伝え続けることが大切

減
算
で
な
く「
加
算
」に
見
直
し
を

減
算
で
な
く「
加
算
」に
見
直
し
を

夜
勤
の
実
態
知
ら
せ
る

夜
勤
の
実
態
知
ら
せ
る

　
６
月
26
日
、全
厚
労
看
護
委
員
会
は
厚
生
労
働
省
と
の
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。看

護
委
員・オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
者
合
わ
せ
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。要
請
内
容
は
診

療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
、看
護
師
大
幅
増
員
の
推
進
、看
護
師
の
勤
務
環
境
改
善
と

夜
勤・交
代
制
労
働
の
規
制
強
化
な
ど
20
項
目
で
行
い
ま
し
た
。
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